Studies on the Cold Injury of the Chestnut Tree 1 : The Change of Moisture, Respiration and Osmotic pressure during the winter by 沢野, 稔 & 一井, 隆夫
　　Kobe University Repository : Kernel
Title 栗樹の耐寒性に関する研究 1 : 冬期に於ける含水量、呼吸量及び滲透圧の変化
Author(s) 沢野, 稔 / 一井, 隆夫
Citation 兵庫農科大學研究報告. 農学編, 3(1): 30-32
Issue date 1957
Resource Type Departmental Bulletin Paper / 紀要論文
Resource Version publisher
URL http://www.lib.kobe-u.ac.jp/handle_kernel/81006544
Create Date: 2016-06-15
栗樹の耐寒性に関ナる研究 I
各期に於ける含水量，呼吸量及ぴ穆透庄の変化
沢野稔・}弁隆夫
Studles on the Cold Injury of the Chestnut Trees 1 
The Change of Moisture， Respiration and Osmotic presure during the winter. 
Minoru SAWANO and Takao ICHII 
緒曾
栗樹は寒干与を受け易<，集約栽培に於ける犬きな障害
のーっとなっている.特に幼樹にその被害が多い.若木
結損の原因の多くは凍害及び凍害を誘因とする鯛枯病に
因るものと考えられている(兵藤〉め.その被害は火山
灰性経しよう土地帯に限らず各地の集約栽培園で認めら
れている(本国戸.篠山町の当研究薗場に於いても1954
年秋から 1955年春迄の冬季に寒湾が認められ，低接し
た多くの幼樹が枯損した.特に徒長的生長したものに多
〈観察された.
実樹が徒長した場合には非常に寒需を受け易いが，そ
の上に元来粟は窒素肥糾に対して極めて敏感な果樹であ
って往々にして徒長におちいり易い傾向にある.この機
な性質上栗樹の耐寒性叉は耐凍性の生理的究明は肥培管
理或は品種の選定上重要な問題である.
筆者は予め冬期間中に於げる粟樹の耐寒l陸の時期別の
菱化を知るため. 1956:年10月から 1957年3月にわた
って耐寒性に関係が深いとされる若干の生理的性質の愛
化について調査を行った.
俗本研究を行うに当り終始御懇篤な指事と校閲をいた
だいた桜井芳次郎教授に哀iむより感謝の意を表する.
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Fig. 1. The temperature and precipita-
tion during the period from 
October 1956 to March 1957. 
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材料及び方法 Fig. 2. The variation of moisture content 
供試材糾はすべて当研究室園場(篠山町〉で栽培され in the stems of one-year-old tree at 
たものを使用した.品種は銀寄実生砧の乙宗(1年生).
岸根(1午生).銀寄 (1・2・3年生〉及び欧洲種 (1年
生:品種名不明〉の4種品と銀寄の実生 (1年生〉が用
いられた.これらのうちで銀容の実生と 3年往の銀容樹
はかなり徒長的であったが他はすべて健突な生育ぶりを
示してνた.
呼吸量の測定には広口瓶にゴム栓をした密閉容器を使
用した.1年生樹の短獄した主校を夫々 5gづっゴムパ
ンドで軽くしばりそれを針金で吊し，呼出 CO2を底部
に入れた 2N-KOHに!及以させ， Ni50-HCIで滴定し
various times during the winter. 
て呼出 CO2量を算出した.渉透圧は主枝の下部皮膚の
細胞について限界原形質分離滋により測定された.原形
質分離剤には熊糖が用いられた.向調査期間中の気温及
び降水量は第1図の如くであった.
結果
(i) 合水量の消長:1年生樹の主校の含水量を 10
月から翌年 3月泡存期別に測定した結果は第 2図の通
りである.
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• 欧測実は全期間を通じで白木実よ η常にやや多い水分
合章者ケ示している.後に述べる呼!ll量や診透圧が日本環
とほとんど同じになる 2月以降に於rてもこの関係が見
られる.
一般l ご水分は呼~:置が最少となり .話会透庄が最高値を
示す時期より も約1カ月早く最少量に遣する.
(ii) 呼吸量の消長:欧洲種，銀脊.岸根等の栽培品
種!ま比較的斉ーな材斜が用rられt"が突'tや砧木は前者
と太さが夫々呉っていた.従って量的な比絞は困難であ
る.呼!ll量は短厳したことによって生ずる障害日手段 と
200Cの温度条件下で測定されたために自然状態より著
しく大きな値を示しているものと考えられる.
第3図によれば欧洲種は 12月では銀容や岸根より呼
~量が多いが 1 月上旬にはかなり祭近して来る，そし
て2月上旬になってようやく銀容のそれとほぼ同じとな
る.実生や砧木は12月下旬に最少叉はそれに近くなり.
2月下旬迄ほぽ一定の値を示す.3月になると一般に呼
殴量は場加している，
(ii)渉透圧の消長:第"4図の如〈渉透庄は前項の呼
援量の消長と逆の関係が認められ，時期的にもよく一致
している.即ち砧木や実生は 12月下J旬lこ最高の診透
舗を示す.そしてその後少しづっ減少する傾向はあるが
皇宮 聞
Table 1. The variation of the osmotic pressure 
of living bark celIs at various levels 
of the trunk of Gin-yose trees (Atm) 
2 yrs. 
3 yrs. 
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Fig. 4. The change of the osmotic pressure of 
living bark cells in the stems of one-
year-old seedlings. grafted varieties 
and stocks during the period from 
October to March. 
2月下旬迄ほぽ一定の値を持続する.銀容や岸根は 1月 昼間日射をよく受ける南西部と反対側の北東部に就い
上旬頃迄には最高に近い価に逮するが.i!X洲種ではそれ て調査したが有意な差は認められなかった.診透庄は先
が更におくれている.3月に入るとすべてのもので診透 端部附近が荷<.地際に近いもの程低くなっている. j~ 
庄は減少している. ち渚襲部附近より隔るに従って減少している.この事は
(iv) 高さ別による主幹の靭皮細胞の渉透庄の君主異: 地際の満度量密化叉は夜間の気温降下の甚しb、事と相倹つ
依接樹l立地際附近が特に実聖書を受け易いが，これは単に て，地際附近が一層望聖書を受け易いことを暗示している.
徴気象的な要因のみによるものかどうかを知るために. この点については今後更に研究を進めたい.
銀寄樹について高さ別に渉透圧を測定した結果は第1表
の通りである.
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Fii.3. The change of the outputs of CO2 from 
the cut stems of one-year-old seedlings. 
grafted varieties and their stocks 
during the period from November to 
March. CO2 outputs were measured at 
200C for 3.5 hrs. 
• 調理水分l立耐寒性の強い品種穆.秋の気視の降下に伴い速
かに減少する傾向がある.1月下旬から 2月上旬にか
けて含水量が一時的に増加している.これは此の時期の
降水量の増加即ち土療水分の婚加に依るものと恩われる.
しかしこの時期の一時的な水分摺加が耐寒性にどの様な
影響を与えているかは明かでない.品種間では相対的に
見て，或程度の関係が認められる.志村11)，原図書〉氏等
は茶に就いて含水量と品種の耐寒性との間に密祭な関係
があることを報告している.叉 ILJ" I~) 氏は細胞間際
に水を浸潤させて冷却すると結氷が速かに起り之によっ
て留を受けることが著しいことを認めている，本調査に
用いた欧~閣は常に多い合水量を示していた.叉診透底
測定のため細胞を検鏡する際，細胞間際に全く気胞が観
察されなかった.この事は欧洲粟が日本東より抵抗性の
少い一主要因をなしているものと考えられる・
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第2表品種聞の寒害抵抗性
!品 種同一抗竺-者
実 生 最 大 兵 藤5)
銀 寄 岸根より大 グ
グ 中 松 原8)
岸 主決 中 グ
欧 別! 種 ノj、 沢 野
呼吸と耐寒性との関係について， LONG，り赤羽2)氏
等がりんごの裁伎で耐凍l陸の強い品種は弱い品種にく
らべて炭酸ガス排出量の少いことを報告している.本
調査に於いても秋から冬にかけては強い品種は弱いもの
よりも炭酸ガス排出量の少いことが認められた.更にl乎
阪呈と診透庄との聞にもかなり密接な負の関係が認めら
れた.このことは呼庇が糖分の消費と関連して法透庄に
大きな影響を与えているものか，或はf乎庇量と診透庄の
各々の~{じの単なる一致によるものか，又はこれらが相
互に組合さったものかどうかは本調査からは論じ得ない
が，何れにしても耐寒性の異る品種間に於げる呼収量の
減少の時期的な相違，或は診透庄との関係等から見て，
呼岐量は耐寒性の消長を推定する目安となりうると考え
る.
細胞液の渉透庄と宿物の耐寒性との間に重要な関係の
存することについては小野寺，9)，SCARTH10)，赤羽1)，志
村11)氏等その他多くの報告がある.診透1国と原形質の
保7k状室長との聞には密接な関係があり，診透価の大なる
程生ずる永の量や細胞からの奪水量が少し診透庄の増
加は耐寒性増加の重要な要因をなすと見倣されている.
従って栗闘の場合も同様に訟透底の噌加に伴って耐寒控
も摺すものと考えられる.
以上の事から，推測の域は脱しないが栗樹に於ける冬
期間の耐寒性の消長を推定すると，最も強いと云われる
実生樹はかなり徒長していたにもかかわらず，砧木と共
!-12月下旬泡には強い耐寒性が出来上り 2月下旬迄畏
強の抵抗性を持続するものと考えられる.文銀容や岸根
l主調査間際が大きくて詳細な時期は推定出来ないが，少
くとも 12月下旬乃至1月上旬迄には最大叉はこれに近
し、抵抗力を持つ様になると思われる.欧自H種は 1月下旬
--2月上旬の最寒期迄にややもすればこの時期の低温に
対して，充分な迄にその抵抗力を増加し得ないことが寒
告を受け易い大きな原因であると推察される.この事は
果関が冬期に強い耐寒力を持つためには秋より冬にかけ
の硬化が重要な要因の一つであることを示している.
〈果樹園芸学講座昭32.9.2受理〉
第3巻第1号
女 献
? 1) 表示羽抱縫，匂坂昭吾，山崎健 (1954):りんご樹の
zm害に関する研究(第1報).国学雑 23:97--102. 
2) 一一， 山崎健， 斉藤E人(1955):向上〈第2
報).同誌 24:155，.159. 
3) 原閏重雄，渡辺関，酒井慎介(1956):茶品種の凍
霜宮抵抗性.育学雑 6:39-44. 
4) 本閏昇(1953):クリの栽培.166-173. 
5) 兵探査彦(1935):界栽培の架.27-37. 
6) ILJIN (1934): (坂村徹， 1949:縞物細胞法透生
理.152.による).
7) LONG， G. A.， BEAUMONT， J. H. and WILLA-
MAN， J.J. (1930): Respiration of apple twigs 
in relation to winter hardiness. Plant Physiol. 
5: 509-534. 
8) 松原茂樹(1941):白木粟品種に関する研究.宮崎
高農学術報告 12:219-267. 
9) 小野寺次郎，高崎連歳 (1930):各作物の耐霜性と
植物汁波法透底との関係並びに耐霜力に及ぼす気
象要素の影響について.日{乍紹 2:142~152. 
10) SCARTH， G. W. and LEVITT， J.(1937): Th巴
frost hardening mechanism of plant cel1. 
Plant Physiol. 12: 51-78. 
11) 志村正き (1949):茶筒品種の育種学均研究 4.茶試
報 2:138-150. 
Summary 
Moisture and respiration of the stems of 
chestnut tr巴巴sand osmotic pressure of their living 
bark cel1s were investigated at various times 
during the period from Oct. 1936 to Mar. 1957. 
Thc stems of on-year-old chestnut trees and their 
stocks (Gin-yose seedlings) were chiefly used as 
the materials. 
During the investigation the water content of 
a sweet chestnut variety (less hardy) was a litt1e 
higher than that of Japanese chestnut varieties 
(semi-hardy). 
In December， the amount of CO2 output from 
the stems in Japanese chestnut varieties was less 
han sweet chestnut variety. In January， how-
ever， the' difference among them was hardly 
observed. 
In al varieties， the respiration of the stems 
decreas巴dand the osmotic pressure (with incipient 
plasmolysis) ，of the living bark cells increased 
rapidly from the late fall， and attained respective-
Iy to certain levels， particular1y the harder 
varieties reached earlier. 
The osmotic pressure of the living bark cells 
of the trunk of two or three years' old， 
decreased gradually from the top to bas巴.
(Laboratory of Pomology) 
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